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第１回ミーティング報告 

事務局 中村 

１、来年度の計画（案） 

・ルール発表（３月中に素案を発表？） 

・第６回科学・技術系部活交流会？（            ）←ここでルールの詳しい発表 

・ロボフェスタ in 長野（夏休み中？     ） 

・プレ県大会（第一候補 ９月５日  会場 仁科台中学校 ）← 決定です 

・ルール確定（10月上旬位をめどに） 

・南信大会（第一候補 １０月  日 伊那市創造館 ） ←  日程については今後検討 

・第 10回善光寺平ロボコン（１０月２４日（土） 会場：長野市ビックハット）← 決定です 

・県大会（第一候補 １１月１４日（土） 、会場候補：  仁科台中学校  ）← 決定です 

・関東甲信越大会（12月上旬 来年度は群馬県） 

・全国大会（1月下旬） 

（・富山プロモーションビデオコンテスト ２月下旬） 

・来年度に向けたミーティング（２月上旬・３月中） 

 

２、来年度の取り組みについて（今年度参加校 N-robo…24校９２チーム 応用部門 2校 6チーム） 

  N-robo部門メインで各大会を進める。 

授業内・応用は全日中からアナウンスがあった時点で検討。 

 

３、来年度のルールについて 競技名：「               」 

 ○ロボットの大きさ・電圧・モーター数 

  スタートエリアに収まる大きさ（スタートエリアは９００×９００） 

  高さ…６００ｍｍ以内                        例年通りで行います。 

  電圧は６Vまで 

  モーター７つ・６チャンネルまで 

   

 ○ルールの概要 

  ・（カーリングの要素を取り入れた？）陣取り合戦。３か所の陣地の中心に近いところに自作した

アイテムを置くようにする。 

  ・陣地は CDケース（厚さ１０ｍｍ）５枚を使って１つの陣地を作る。 

  ・アイテムは正６面体・正１２面体・正２０面体を自作する（型紙は公式ホームページよりダウ

ンロードし、指定されたケント紙に貼って製作）。アイテムにはチーム名を入れる。また、着色

等をしてチームのカラーを出すこともできる。 

  ・１つだけ中身・質量が自由になる（正多面体の中に LED 等を入れて光らせるなど）スペシャ

ルアイテムを使用することができる。（形は自由にはならない。） 

   

   

 

 

 

 



・コートの概要 

 

 

 

スタートエリア 

 

 

 

 

 

  アイテムエリア 

アイテムエリア 

 

 

 

 

 

 

  スタートエリア 

斜線部分は空中を含めてロボットの立ち入りを禁止する。 

 

  ・陣地の概要 

    真上から見た図                 真横から見た図 

    

 

 

 

 

 

○勝敗の決定について 

 ①陣地を占有した数 

 ②ポイントが多い方 

 ③真ん中の陣地の中心からの距離が近い。 

 の順番で判定し勝敗を決する。 

 ①陣地の占有について 

  陣地は以下の順番で占有するチームを決定する。 

  A最上段に乗っているアイテムが多い方 

  B最上段にかかっているアイテムの多い方 

  C１段目に乗っているアイテムが多い方 

  D１段目にかかっているアイテムが多い方 

 ②ポイントについて 

  陣地の数で勝敗が決しなかった場合はポイントの合計によって勝敗を決する。 

  A陣地の上に乗っているアイテムの数（段数によって変化をつける。） 

   例…最上段：４ 最上段にかかっている：３ １段目：２ １段目にかかっている：１ 

  Bお片付けエリアに入れることができた相手チームのアイテムの個数（１個あたり○ポイント）。 

  これらを足して合計点の多い方が勝ち。 

 ③①・②でも決着がつかなかった場合、真ん中の陣地の中心に近いアイテムをひとつずつ取り、近

い方を勝ちとする。 
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性もあり。 

ルールについては細かい部分まで検討出来ていませんが、来年度このような方向で進めたいと考えて

おります。 


